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札幌医科大学衛生短期大学部と保健医療学部学生のABO式血液型分布
石澤　光郎
札幌医科大学保健医療学部作業療法学科
要　　　旨
札幌医科大学衛生短期大学部と保健医療学部学生計1570名のABO式血液型の分布を調査した。ABO
式血液型の分布率はＡ型36.1％、Ｏ型30.6％、Ｂ型24.2％、AB型9.0％であった。しかし、保健医療学部
学生812名の血液型分布は衛生短期大学部学生758名の分布と比較してＡ型とＢ型が少なく、Ｏ型とAB
型が多いという違いがみられた。
＜牽引用語＞ABO式血液型、衛生短期大学部学生、保健医療学部学生
Ⅰ　緒　　言
1901年ウイーンのLandsteinerは22人の健常人の血液
を血球と血清に分け互いに混合したところ、ある血清に
凝集する血球と凝集しない血球のあることを発見し、血
液をA、B、Cの３群に分けた。これが血液型の始まりで
ある。しかし、血液型は血液のみならず臓器、体液、毛
髪、歯や骨にもある。したがって、血液型という表現は
今日では不適当であるが、慣例として用いられている１）。
血液型の判定は親子関係や個人識別などに利用されて
いるが、医療では輸血に際し最も重要な検査である。血
液型物質は赤血球膜に抗原（凝集原）が、また血清中に
それに対する抗体（凝集素）があり、赤血球が凝集をお
こす抗原－抗体反応によって血液型が分類される。
血液型の判定には種々あるが、医療ではABO式血液
型とRh式血液型が用いられている。ABO式血液型は赤
血球がA抗原をもつＡ型、Ｂ抗原をもつＢ型、ＡとＢ抗
原をもつAB型とＡ抗原もＢ抗原ももたないＯ型の４型
に大別される。なおABO式血液型では血清中に抗Ａ抗
体と抗Ｂ抗体の自然抗体がある。
これまで本学衛生短期大学部と保健医療学部学生の
ABO式血液型の分布を学科別に毎年１学年の生理学の
講義の中で調査し教材に用いてきたが、今回2001年度を
一区切りとしてまとめてみた。
Ⅱ　調査方法
ABO式血液型は学生の自己申告により約１％の不明
者と非申告者を除いた。
衛生短期大学部（1984－1992年）では看護学科444名、
理学療法学科156名、作業療法学科158名の758名、保健
医療学部（1993－2001年）では看護学科431名、理学療
法学科193名、作業療法学科188名の812名の総数は1570
名で、学科別では看護学科875名、理学療法学科349名、
作業療法学科346名であった。
なお、A高等看護学院のABO式血液型についても同様
に自己申告によった。1993－2001年の総数は397名であ
る。
ABO式血液型の分布率は調査した全学生、衛生短期
大学部（３年制）、保健医療学部（４年制）および学科
別に検討し、さらにこれを全国、北海道、札幌医大医学
部学生およびA高等看護学院学生の分布率と比較した。
Ⅲ　結　　果
１　衛生短期大学部と保健医療学部学生および学科別
ABO式血液型の分布（表１）
調査総数1570名のABO式血液型の平均分布率はＡ
型36.1％、Ｏ型30.6％、Ｂ型24.2％、AB型9.0％であっ
た（表１）。学科別の分布率では、Ａ型は看護学科の
37.3％が高く作業療法学科の33.2％が低かった。Ｏ型
は作業療法学科の32.9％が高く理学療法学科の28.9％
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が低かった。Ｂ型は理学療法学科の25.8％が高く作業
療法学科の22.8％が低かった。またAB型は作業療法学
科の11.0％が高く看護学科の8.1％が低かった。
２　衛生短期大学部学生と保健医療学部学生の分布率の
比較
衛生短期大学部学生758名と保健医療学部学生812名
のABO式血液型の分布率を比較すると、Ａ型はそれ
ぞれ37.3％、35.0％、Ｏ型は29.3％、31.9％、Ｂ型は
25.3％、23.1％、AB型は8.0％、10.0％であった。全体
として、保健医療学部学生は衛生短期大学部学生より
Ａ型とＢ型が少なく、Ｏ型とAB型が多い結果を示し
た。しかし、衛生短期大学部と保健医療学部を学科別
にみると、保健医療学部看護学科ではＡ型が6.6％減少
し、Ｏ型とＢ型がそれぞれ3.6％、2.3％増加した。理
学療法学科ではＢ型が4.8％減少し、作業療法学科では
Ａ型とAB型がそれぞれ5.2％、5.1％増加し、Ｂ型が
11.5％減少した。このように学科間で異なる分布率の
変化を示した（表２）。
３　全国、北海道、札幌医大医学部、A高等看護学院と
の比較（表３）
学生総数1570名の血液型の平均分布率を全国の平均
分布率と比較すると、Ａ型は2.3％低くＢ型は2.4％高
いが、Ｏ型とAB型には大差はみられなかった。北海
道（1956－1969年）5051名の血液型の分布率５）と比較
すると、Ａ型は1.3％低くＢ型は2.3％高いが、札幌医
大医学部学生823名のABO血液型分布率２）とは大差は
みられなかった。
また、同時期の保健医療学部看護学科学生431名と
A高等看護学院学生397名の血液型の分布率を比較す
ると、保健医療学部学生はＡ型が3.9％低く、Ｏ型とＢ
型がそれぞれ3.3％、1.4％高かった（表２、表３）。ま
た、衛生短期大学部看護学科444名とA高等看護学院
学生の比較では、本学部看護学科学生の血液型分布は
Ａ型とAB型がやや低い程度で大差はみられなかった。
４　理学療法学科と作業療法学科学生の血液型分布にお
ける男女差（表４）
理学療法学科学生数の男女比は衛生短期大学部では
男子69.2％：女子30.8％と男子が多いが、保健医療学
部では男子48.2％：女子51.8％と女子が多くなってい
る。一方、作業療法学科学生数の男女比は衛生短期大
学部では男子27.2％：女子72.8％、保健医療学部では
男子23.8％：女子76.2％と保健医療学部では両学科と
も女子学生が多くなっている。
血液型の分布では、衛生短期大学部理学療法学科の
男子108名と女子48名を全国の平均分布率と比較する
と、男女ともにＢ型は高いが、Ｏ型は男子で低く、Ａ
型とAB型は女子で低かった。保健医療学部の男子93
名と女子100名の分布率は男女ともにＢ型は高いが、
他の血液型分布には大差はみられなかった。衛生短期
表１　札幌医大衛生短期大学部・保健医療学部全学生と学科
別の血液型分布
表現型（％）
人数
1570
875
349
346
AB
9.0
8.1
9.2
11.0
B
24.2
24.1
25.8
22.8
O
30.6
30.4
28.9
32.9
A
36.1
37.3
36.1
33.2
全学生
看護学科
理学療法学科
作業療法学科
表２　札幌医大衛生短期大学部と保健医療学部学生の血液型
分布の比較
表現型（％）
人数
444
156
158
計 758
431
193
188
計 812
期間
1984－1992
1985－1992
1985－1992
1993－2001
1993－2001
1993－2001
AB
7.9
8.3
8.2
8.0
8.6
9.8
13.3
10.0
B
23.0
28.2
29.1
25.3
25.3
23.8
17.6
23.1
O
28.6
28.2
32.3
29.3
32.2
29.5
33.5
31.9
A
40.5
35.3
30.4
37.3
33.9
36.8
35.6
35.0
衛生短期大学部
看護学科
理学療法学科
作業療法学科
保健医療学部
看護学科
理学療法学科
作業療法学科
表３　全国、北海道、札幌医大医学部およびＡ高等看護学院
の血液型分布の比較
表現型（％）
人数
530046
9674
5051
823
397
期間
1940
1940
1956－1969
1989－1997
1993－2001
AB
9.4
9.4
9.7
10.1
9.3
文献
小林４）
小林４）
石橋５）
田畑２）
B
21.8
21.9
21.9
24.4
23.9
O
30.5
31.7
31.0
29.0
28.9
A
38.4
37.0
37.4
36.5
37.8
対　象
全国
北海道
北海道
札幌医大医学部
Ａ高等看護学院
表４　理学療法学科と作業療法学科学生の血液型における男
女差
表現型（％）
人数
93
100
AB
9.7
10.0
B
24.7
23.0
O
29.0
30.0
A
36.6
37.0
男性
女性
表現型（％）
理学療法学科 衛生短期大学部 保健医療学部
人数
108
48
AB
9.3
6.3
B
27.8
29.5
O
26.9
31.3
A
36.1
33.3
人数
45
144
AB
15.6
12.5
B
20.0
16.7
O
35.6
33.3
A
28.3
37.5
男性
女性
理学療法学科 衛生短期大学部 保健医療学部
人数
43
115
AB
7.0
8.7
B
32.6
27.8
O
25.6
34.8
A
34.9
28.7
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大学部作業療法学科の男子43名と女子115名の分布率
を比較すると、男女ともにＢ型は高いが、男子のＯ型
と女子のＡ型は低かった。保健医療学部の男子45名と
女子144名の分布率では、男女ともにAB型が高く、Ａ
型は男子でＢ型は女子で低かった。なお、両学科の女
子の分布率をみると、衛生短期大学部163名では、Ａ
型30.0％、Ｏ型33.7％、Ｂ型28.2％、AB型8.0％に対し、
保健医療学部244名では、Ａ型37.3％、Ｏ型32.0％、Ｂ
型19.3％、AB型11.5％であった。
Ⅳ　考　　察
ABO式血液型の遺伝子は第９番目の常染色体上にあ
る。したがって、血液型の分布は男女間で差はみられな
いと言われている。現在ではABO式血液型の抗原はH抗
原、A抗原、B抗原の３種類あり、これら抗原の組合せ
によりＡ型、O型、Ｂ型、AB型の４種類の表現型があ
る３）。日本全国（530,046名）のABO式血液型の平均分布
率４）はＡ型37.3％、O型31.5％、Ｂ型22.1％、AB型9.1％
である。府県別のＡ、Ｂ、Ｏ遺伝子の頻度では１）Ａ型遺
伝子は日本の西南部から東北部に向かって低くなり、Ｂ
型遺伝子は東北部から西南部に向かって低下するが、Ｏ
型遺伝子は明確な傾向を示さない。
小林は４）北海道民9674名の血液型の平均分布率はＡ型
37.0％、Ｏ型31.7％、Ｂ型21.9％、AB型9.4％と報告し、
石橋も５）は5051名の分布率はＡ型37.4％、Ｏ型31.0％、
Ｂ型21.9％、AB型9.7％と報告している。このように北
海道民の血液型の分布率は全国の分布率とほとんど差が
ない。これは明治以後に全国各地から北海道に移住した
人たちの子孫であるので全国の分布率にほぼ近くなって
いると考えられている。しかし北海道は東北地方からの
移住者が多いのでＢ型が多少高い分布になっているので
はないかとも推定される。またアイヌ民族６）はＢ型の分
布が30％以上であることを考えると本学部学生のＢ型の
分布が多少多いかも知れない。
３年制の短期大学部看護学科444名とA高等看護学院
397名の血液型分布率は全国の分布率と大差はみられな
かった。しかし、４年制の保健医療学部看護学科431名
の分布率を短期大学部やA高等看護学院学生と比較する
と、Ａ型が33.9％と低く、Ｂ型が25.3％と高くなってい
る。この結果は入試制度や３年制と４年制の違いによる
のかも知れない。
一方、衛生短期大学部理学・作業療法学科の女子163
名は全国の分布率と比べ、Ａ型が30.0％と低くＢ型が
28.2％と高い分布率を示すが、保健医療学部女子244名で
はＢ型が19.3％と低くAB型が11.5％と高い分布率を示
し、いずれも看護学科学生の分布率とは異なる。その理
由が職種の違いによるものかどうかは明確ではない。
今回の調査結果は年度別および学科別でABO式血液
型の分布が異なっているが、個々の母集団が小さいこと
から有意差はみられない。また、本調査は採血による検
査ではないので正確なデータとは言えないが、今後さら
に調査を重ねることによって学科別や男女別血液型分布
に相違が見出せるかも知れない。
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ABO blood groups in students of School of Allied Health Professions and
School of Health Sciences, Sapporo Medical University
Mitsuo ISHIZAWA
Department of Occupational Therapy,
School of Health Sciences,
Sapporo Medical University
Abstract
The present study was performed to analyse data on ABO blood groups  obtained from 1,570
students（1984-2001）of School of Allied Health Professions and School of Health Sciences, Sapporo
Medical University.
According to the data, the phenotype frequencies were as follows: type A was 36.1%, type O was
30.6%, type B was 24.2% and type AB was 9.0%.
However, it was observed that there were some differrence in frequencies between the students of
School of Allied Health Professions（758 students）and the students of School of Health Sciences
（812 students），in which type A and type B were slightly lower, and type O and type AB were
slightly higher in students of School of Health Sciences. 
Key words: ABO blood groups, Students of School of Allied Helth Professions and School of Health 
Sciences
